
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２／２（月）１４：３５下校 

  ３（火）全校朝礼（校長先生の話） 

新入生体験入学・新入生学用品販売 

  ５（木）４年学習発表会（9：25～10：10） 

  ６（金）二中新入生体験入学（６年）6年 16:35下校 

 １０（火）全校朝礼（委員会発表） 

 １１（水）建国記念の日 

 

 

 

 

１２（木）避難訓練・クラブ（最終）・PTA三役会 

１３（金）３年学習発表会（13：30～14：15） 

１７（火）なわとび大会 

１８（水）～２０（金）教育相談週間 

１９（木）委員会 民生児童委員会 4～6年 15:10下校 

２０（金）５、６年フィリピン留学生との交流 

２３（月）天皇誕生日 

２４（火）全校朝礼（委員会発表） 

 

 

 

 

小浜市立今富小学校 令和８年１月２３日＜NO.９＞  

 

今富小学校 

 

2026 年のスタート！ 

校長 古跡 修聡 

 早いもので、１月も終わりを迎えようとしています。少し遅くなりましたが、本年も今富小学校の子どもたちへの厚いご

支援をよろしくお願いいたします。 

 さて、2026 年がスタートをしました。新年のスタートにあたり、「新しいことに挑戦しよう！」「今年はこれを頑張ろう！」

などと、決意を新たにした人も多いのではないでしょうか。昔から「１年の計は元旦にあり。」と言われるように、新しい年

の初めに、今年１年の自分のなりたい姿・目標をしっかりと立ててスタートすることは、自分が成長していくために欠かせ

ないことだと思います。今年の目指す姿ということで、始業式に子どもたちに向けて私の願いについてこんな話をしました。 

  

お正月に行われた箱根駅伝。昨年の始業式にも優勝した青学の走者（田中選手）と給水者（片山選手）の乾杯の話をしま

したので、きっと予想していた人もいたでしょう。今年は、昨年と同じく２度目の 3 連覇を果たした青学の「皆渡星七（み

なわたりせな）」選手のお話をします。皆渡選手は、昨年の箱根駅伝の１ヶ月後の２月 19 日に、21 歳の若さでこの世を去

りました。２年生から箱根の選手 16 名に選ばれ、翌年３年生の時には、原監督に「復路の主力になる。」と言わしめた、期

待の選手でした。しかし、その期待された３年生の 11 月に悪性リンパ腫が見つかり入院。「ガンになっても箱根を目指した

い！」と強い決意で、治療を続けながらチームのミーティングに参加し、今、自分にできることに精一杯取り組みました。  

昨年の箱根駅伝の直前のミーティングでは、「走れることは当たり前ではありません。箱根、頑張ってください。」と仲間

に思いを託し、言葉を贈ったそうです。昨年の箱根で青学は見事に優勝。皆渡選手も病室できっと喜んだでしょう。そのわ

ずか１ヶ月後に、皆渡選手は亡くなったのでした。そして迎えた今年の箱根駅伝。アンカーの折田選手は、ゴールの瞬間に

右手で３、左手で４のポーズでゴールしました。３連覇の３と、来年の４連覇への誓いの４、そして、その合計は、仲間で

ある星七（せな）選手の「７」を表していたのです。今年の青学の選手は、体の一部やユニフォームに、★７のマークを入

れて皆渡選手と一緒に走りました。素敵ですよね。お互いを想う気持ち。 

私の願いの１つは、今年も変わらず「仲間を大切にできる学校」です。2026 年も今富小学校のみんなで追いかけていき

たいと思います。そして、もう１つの願いは、皆渡選手たちから学んだ「命を輝かせて生きる」ということです。「生きてい

ること」は当たり前じゃない。授業を受けられるのも、友達と遊べるのも、好きなことに夢中になれるのも、苦手なことに

挑戦するのも、仲間と力を合わせ感動できるのも、仲間と喧嘩して悩むのも、「生きている」からこそできる、かけがえのな

い時間であり、経験なのです。だからこそ「命を輝かせて」生きて欲しい。今、自分のできることに精一杯取り組むこと、

ともに過ごしている仲間を大切にすること、「今」という二度とは戻らない時間を大切に過ごすこと、そして、今日１日が終

わった時に「満足した」と思える、そんな毎日を過ごす１年にして欲しい。青学に負けない、「仲間を大切にし、命を輝かせ

て生きる」今富小学校をつくっていきましょう。 

 

これが、2026 年をスタートするにあたり、私が目指す今富小学校の姿です。今年は午年。目指す姿に向けて、子どもた

ちと教職員と、保護者・地域の皆さんと一緒に、力強くゴールを目指して駆け抜ける１年にしてしていきたいと思います。

今年も応援よろしくお願いいたします。 

 



 木﨑みどり 

皆さんは、給食の献立の中で何が一番好きですか？ 私が「食べられるなら、もう一度食べたい」

給食は、「ソフト麺」です。知ってる人はいるでしょうか？見た目は細めのうどんですが、味はスパ

ゲティに近かったような気がします。ミートソースやカレー、坦々スープなど、とろっとしたソース

やあんに絡ませて食べるのですが、どんなものとも不思議とマッチしてしまう万能麺なのです。ソフ

ト麺の入った袋が熱々の状態で配られるので、冬はカイロのように、ずっと触りながら友達としゃべ

って合掌を待っていました。また、汁椀に一気に入れるとあふれるので、まずは袋の上から指で真ん

中のところを縦に割り、麺を半分ずつ投入して食べます。それでもソースが跳ねて、服を汚してしま

って焦ったことを今でも覚えています。給食は、味はもちろんですが、それにまつ        

わる仲間や先生とのエピソードとともに、大切な思い出として記憶されるのかも         

しれませんね。給食週間にちなんで、ぜひご家庭でも「学校給食の思い出」を話         

題にしてみてください！ 

給食感謝祭 ～生産者の方々との交流会～ 

１月２４日から３０日までは全国学校給食週間です。日本の学校給食は、明治２２年山形県の私立忠愛

小学校において始まったとされています。今富小学校では、この全国学校給食週間に合わせて、１月１９

日に「給食感謝祭」を行いました。今回の感謝を通して、「日頃給食でお世話になっている生産者や調理

員の方々との交流を通して、作ったり届けたりしてくださる方の思いを知り、感謝の気持ちを持ち、それ

を伝えることができるようになってほしい。」「給食に携わる人々や食材に感謝して食べてほしい。」と考

えています。 

 当日は、事前に心を込めて書いた感謝のメッセージカードと鉢花を調理員のみなさんにお渡ししまし

た。当日来校されなかった生産者の方や業者の方にも後日メッセージカードをお渡ししました。 

今回の会の会場準備や後片付け、入退場の誘導、式の進行などを給食委員会の人がとてもよくがんばっ

てくれました。途中、委員会の人が考えてくれた給食クイズも盛り上がりました。 

 これからも、おいしい給食をさまざまな方々や食材に感謝の気持ちを持ちながら、残さず食べて、すく

すく成長していってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

「今富っ子」に関するご感想、ご意見はこちらまで  

 

https://forms.gle/DZXZ7k5iS82f6SQe7 
 

https://forms.gle/DZXZ7k5iS82f6SQe7

